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研究成果の概要（和文）：感覚・運動・認知・感情という側面から高齢者の運転能力を評価し、高齢者の運転特
性や評価手法に関する新たな知見を得ることができた。具体的には、①運転中に機器操作や安全管理、身体周辺
空間の拡大、予知への注視点が多いほど、運転能力も高いこと、②精神負荷により負の感情を誘発すること、③
後退駐車時には身体周辺空間の拡大を示唆する特徴的な視線探索行為が出現し、また注視行為が20msという短い
周期で繰り返していたことであった。
今後、高齢者の運転能力維持・向上のために視線探索行為を向上させるプログラムの必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：By evaluating the driving ability of the elderly from the perspectives of 
sensorimotor cognition and emotion, we were able to obtain new knowledge about the driving 
characteristics and evaluation methods in the elderly drivers. Specifically, 1) the more attention 
is paid to device operation, safety management, expansion of the peri-personal space, and prediction
 while driving, their driving performance was high, 2) mental load causes negative emotions, and 3) 
during revers parking, a characteristic visual search implying an expansion of peri-personal space 
appeared, and the gaze act was repeated at a short period of 20 ms.
In the future, it is suggested that a program to improve visual search behavior is necessary to 
maintain and improve the driving ability of the elderly drivers.

研究分野：リハビリテーション科学関連
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して、感覚・運動・認知・感情という側面から高齢者の運転能力を多角的に評価し、高齢者の運転特
性や評価手法に関する新たな基礎知見を得ることができた。近年先進運転支援システムの開発が盛んな一方、高
齢者では機器操作困難やシステムに対する信頼不足によりその効果が十分でないことも多い。今なお、加齢によ
る運転技能の低下を心身機能レベルで解明し、支援に取り組む必要がある。本研究の成果を広く用いることで加
齢に伴う心身機能の低下が適切に評価でき、最終的に高齢者の交通権保護、生活の質維持に貢献できることと期
待する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
加齢による心身機能の特性を理解し、適切に運転能力を評価することは高齢者の交通権を守
り、生活の質を維持するために重要である。他方、高齢者の運転可否を判断するゴールドスタン
ダードがなく、個人の判断に委ねられている側面も大きい。本研究は感覚・運動・認知・感情と
いう側面から高齢者の運転能力を多角的に評価し、高齢者の運転特性に関する基礎知見、評価手
法を社会に提供することである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は３つ挙げられる。1つ目は、高齢運転者の視覚探索プロセスを明らかにするこ
とである。2つ目は、慌てやパニックなど負の感情が「知覚・認知・運動プロセス」に及ぼす影
響を明らかにし、高齢者の運転能力を予測する簡易検査を確立することである。3つは、重大事
故が発生しやすいとされる後退駐車時の視覚探索プロセスを明らかにすることである。それぞ
れを研究１・２・３に分け、以下に研究方法と主な成果を報告したい。 
 
３．研究の方法 
【研究１】 
参加者は更新時高齢者講習に参加するため自動車教習所を訪問した高齢者 15名であった。平
均年齢は 76歳、平均運転歴は 49年であった。参加者は眼球運動記録装置（Tobii Pro Glasses 2）
を装着、コース走行を行った。運転中の視線探索行為を以下の 4つの階層に分け、検討した。具
体的には下層より機器操作（図１A、例：ハンドルやブレーキ操作）、安全管理（図１B、例：ミ
ラーで後続車を確認）、身体周辺空間の拡大（図１C、例：左右折の際に縁石を確認、自動車に
乗車した際に自身の操作空間を車全体に広げられる能力を意味する。）、予知（図１D、例：
停車中に相手信号をみて自身の信号を予測する）であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 また、指定自動車教習所指導員がコース走行に同乗し、運転技能評価を行った。評価表は信号
確認やハンドル操作など 19項目から構成され、高得点（76点満点）が高い運転能力を示す。 
 統計解析では、コース走行中に検出された①～④注視点数と運転技能評価成績間の関連を調
べた。 
 
【研究２】 
 参加者は高齢者 15名と健常若年者 21名であった。それぞれ平均年齢 75歳、22歳であった。
参加者は眼球運動記録装置（Tobii Pro Glasses 2）を装着、「電子版視覚探索計測 Trail Making 
Test」を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

    
図１A機器操作        図１B安全管理     図１C身体周辺空間の拡大       図１D予知  

赤丸は運転者が見ている場所（注視点）を示す。注視時間が長いほど赤丸が大きくなる。 

    
    図２A電子版視覚探索計測 TMT   図２B精神負荷条件（自動車の衝突場面） 

２A：参加者はタッチパネルに表示される数字を順にタッチしていく 

（TMT-A：1～15、TMT-B：1・あ・2～8） 

２B：TMT遂行中に自動車の衝突場面を 5秒間提示し、負の感情を生じさせる。 



【研究３】 
参加者は高齢者 14 名と指定自動車教習所指導員 15名であった。指導員の平均指導者歴は 16
年であった。参加者は眼球運動記録装置（Tobii Pro Glasses 2）を装着、後退駐車を行った。身
体周辺空間の拡大を示唆する以下の 4つの指標を用いた。具体的には、ボンネットを横切る注
視軌跡（図３A）、サイドミラー内の歩車道境界隅角部縁石に留まる一群の注視点（図３
B）、サイドミラーと地面を往復する注視軌跡（図３C）、サイドミラー内で自車と障害物
を往復する注視軌跡（図３D）であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
【研究１】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【研究２】 
驚愕刺激によって年齢群に関わらず軽度な負の感情を誘発すること、視覚探索プロセスは高
齢者が若年者よりも有意に延長し、年齢による主効果が確認された。固視及び目と手の協調にお
いては、驚愕刺激有無と驚愕刺激前後の間で交互作用も確認された。しかし、驚愕刺激の有無は
必ずしも感覚・運動・認知プロセスに有意に影響を与えるとは限らないことが明らかになった。
その理由として、今回の刺激が比較的軽微な自損事故を示す画像であり、感情変化を引き起こす
に不十分であった可能性がある。今後、刺激強度や他の感覚モダリティとの同時計測などを通し
て、驚愕刺激の大きさを検討していきたい。 
 
【研究３】 

高齢者と教習所指導員における後退駐車時の注視時間 

 ボンネット 

（図 3A） 

縁石 

（図３B） 

サイドミラー内外往復 

（図３C） 

サイドミラー内往復 

（図３D） 

高齢者 238 36 1470   246 

指導員 774 484 1326  1106 

有意差 あり あり なし あり 

Mann-Whitney U test, p < 0.05                             （単位：ms） 

後退駐車時の注視時間が高齢者と教習所指導員で異なり、いずれも教習所指導員の注視時間
が長かった。これは研究１と同様、視線探索行動が活発であると運転能力が高いことを示す結果
であった。 
また注視点が 20msという短い周期で往復を繰り返していたことも確認された。これは空間情
報を処理する脳内プロセスが極めて短い時間で視覚情報処理プロセスに反映されることを示唆
している。今後このような視線探索行為を向上させるプログラムの必要性が強く望まれた。 
 

 

 
図３A          図３B       図３C        図３D 

３A：ボンネットを横切る注視軌跡（身体空間を車両前方に拡大するプロセスを示唆） 

３B：縁石に留まる一群の注視点（身体空間座標と外部の基準座標点を連結するプロセス） 

３C：自車と地面を往復する注視軌跡（ミラー空間と実空間を統合するプロセス） 

３D：自車と障害物を往復する注視軌跡（ミラー空間内で自己と外界の境界を構築するプロセス） 

図４に示すように運転中に機器操作や安全管理、身体周辺
空間の拡大、予知への注視点が多いほど、運転能力も高いこと
が示唆された。特に左右折の際に縁石への注視点は車両感覚
との関連が深いと考えられ、高齢者が左右折時に縁石にぶつ
かったり過度に大きく回転したりするのはこの能力の低下と
関係することが示唆された。 

注視点数 

運転技能

図４ 
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